
9月21日、大阪府泉大津市のシーパスパーク
で開催された「まちなか万博」に、日高川町と
ともに出展し、極早生みかん「YN26」の消費
宣伝を行いました。当日は、JA職員が参加し、「見
た目は青いですが、甘くて美味しいみかんで
す！」と来場者の皆さまに声をかけながら、積
極的にPRを行いました。会場は多くのお客様
で賑わい、「YN26」はすぐに完売となるほど
大変ご好評をいただきました。

10月8日、御坊総合運動公園にてJAわか
やま女性会紀州地域本部ペタンク大会を開
催し、59チーム・205人が参加しました。
青空のもと、声援や歓声が響き渡る白熱し
た試合が繰り広げられ、競技を楽しみなが
ら会員相互の親睦を深めていただきました。
結果は優勝が湯川C、準優勝がはまぼう
C、3位が三百瀬、4位がひだかDとなりま
した。上位4チームは、11月に開催された
JAわかやまボッチャ大会へ出場し、紀州地
域本部の代表として戦いました。

泉大津まちなか万博
YN26をPR‼

JAでは、地域の子ども
達の食農教育を支援し
ています。営農指導員
をはじめJAの職員、青
年部員、女性会員など
が協力し、お手伝いし
ています。また、この
活動は、JA共済地域貢
献活動に係る助成金を
活用しています。
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10月13日、「紀州フレンズ」第2回目の企画として、日高川
町内でゆら早生の収穫体験を行いました。当日は8人が参加し、
農家さん・営農指導員からゆら早生の特徴や美味しいみかん
の見分け方などの説明を受けた後、実際に収穫を行いました。
その場で試食も行い、「甘くて美味しい！」と大好評！その後
は和佐の農産物加工所にて、収穫したゆら早生を使ったフルー
ツサンド作りに挑戦し、花の模様にカットするなど見た目にこ
だわりながら楽しんで作っていただきました。

「紀州フレンズ」 ゆら早生収穫体験＆フルーツサンド作り第2回

紀州地域本部
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10月1日、紀州選果場と由良集荷場にてゆら早生の目揃え会を
開催し、部会員約150名が参加しました。JA職員からは営農情報
や集荷計画等について説明があり、その後、参加者はサンプルを
手に取りながら入念に出荷区分の確認を行いました。

紀州選果場では10月7日から11月上旬にかけて選果を行
い、東京や大阪を中心に全国の市場へ、前年よりも多い約
700トンを出荷しました。今年産は夏場に雨が少なかった
ことで糖度が高く、『ゆらっ子』は出荷量の7～8割ほどと
多くなりました。

ゆら早生
今年も上々の出来‼
ゆら早生は由良町で発見された宮川早生の枝替わり
品種。糖度と酸味のバランスが良く、じょうのう膜が
薄いのが特徴の極早生みかんです。糖度11度以上のも
のは紀州選果場オリジナルブランドの『ゆらっ子』とし
て出荷し、市場から絶大な人気を集めています。

JAビルでは女性会による国消国産コラボイベントが開催されました。各地域の女性会による農産
物の販売が行われ、紀州からは米、さつまいも、みかんなど地元で採れた旬の農産物や手芸、加工
品の販売を行いました。また、サークル発表もあり、紀州地域からはみなべブロックのスコップ三味
線サークルが出演しました。圧巻の演奏を披露し、観客からは大きな拍手が送られ会場は笑顔と活
気に包まれました。
フレッシュマート、ほんまもんふるさと産地直売所、紀州花野果市でもイベントを開催し、副本部

長がPR資材やゆら早生の配布を行い、国消国産を宣伝しました。他にも、粒選り米10kgなど豪華
景品が当たる抽選会も実施し大盛況となりました。

JAグループは、国民が必要とし消費する食料は、できるかぎりその国で生産するという考え方
の国消国産を推進しています。JAわかやまは10月16日の国消国産の日に合わせて県内各地で宣
伝活動を行いました。

ほんまもんサークル発表 スコップ三味線 抽選会

フレッシュマート女性会農産物販売 花野果市
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9月19日、御坊市立財部会館にて、relaxation
salon MANINA（リラクゼーションサロン マ
ニーナ）の山下先生を講師に迎え、「健康な身
体づくり」をテーマにした講座を開催しまし
た。当日は、水素水の紹介や、日常生活で簡単
にできるストレッチ、自分に合った下着を選ぶ
ことの大切さなど、幅広い内容について学び
ました。また、水素水の試飲や、むくみ解消に
効果的な靴下の試着体験も実施し、参加者の
皆さまには実際に体感しながら知識を深めて
いただきました。

10月17日、パールと粋の合同講座で、兵
庫県丹波篠山の黒豆畑を訪れ、特産品である
『丹波篠山黒枝豆』の収穫体験を行いました。
当日は天候に恵まれ、爽やかな秋空のもと収
穫を行い、参加者からは黒豆の実の大きさに
驚きの声が上がるなど楽しんでいただけまし
た。その後、「ユートピアささやま」にて昼食
をとり、最後にはJA丹波篠山の直売所「味
土里館」で栗など秋の味覚を購入し、満喫し
ていただきました。今回のイベントは、パー
ルと粋の交流の場ともなり、充実した一日と
なりました。

10月14日、由良町公民館にて、明治20年
創業の老舗和菓子店「錦花堂」の4代目店主・
花岡孝司さんを講師に迎え、由良町の銘菓「天
狗力餅」や、地元産のゆら早生みかんを使っ
たみかん大福、栗の甘露煮を包んだ和菓子作
りに挑戦しました。花岡さんから、職人なら
ではの技術を丁寧に教えていただき、参加者
はひとつひとつの工程に真剣に取り組みまし
た。和菓子作りを通して、地域の食文化や伝統
に触れる良い経験となりました。

第3回講座 女性倶楽部 パール第3回講座 女性倶楽部 パール パール&粋 合同講座パール&粋 合同講座第4回講座 女性大学 ヴィーナス第4回講座 女性大学 ヴィーナス
～衣・食・住とセルフケアで自分らしく～ 丹波篠山黒枝豆 収穫体験！錦花堂4代目店主に教わる伝統ある天狗力餅、

季節を感じる手作り和菓子作りに挑戦！

優糖星

11月中旬頃よ
り販売開始！

フレッシュマート特産品直売所

地元の農家さんが丹精込めて育てています。

パック入りから贈答用の
箱入りと用途に合わせた
商品をご用意しています！

スターチス・かすみそう

販売中！ス
タ
ー
チ
ス
は
紫
、ピ
ン
ク
、黄

な
ど
色
と
り
ど
り
の
商
品
を
。

か
す
み
そ
う
は
白
色
を
中
心
に

取
り
扱
っ
て
い
ま
す
！

生
け
花
な
ど
に

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

紀州地域本部管内で
栽培された

糖度8度以上の
高糖度ミニトマト。

からのお知らせ

年金友の会※は10月10日、大阪府にて日帰り旅行を実施し、103名が参加
しました。はじめに、日本最大の温室を有する植物園「咲くやこの花館」を散策。
館内では色とりどりの花々や珍しい熱帯植物をゆっくりと鑑賞し、和やかな
ひとときを過ごしました。その後、ヒルトン大阪のビュッフェレストラン「フォ
ルクキッチン」にて昼食を楽しみ、最後になんばグランド花月にてよしもと
の舞台を鑑賞しました。舞台では人気芸人による漫才や新喜劇が繰り広げら
れ、会場は笑いに包まれました。参加者からは「すごく良かった！」などの
声が多く寄せられ、楽しい思い出となる一日となりました。

年金友の会　日帰り旅行in大阪10
10

※年金友の会…紀州地域本部管内で年金を受給されている地域の皆様で構成される組織

こく こくしょう さん

2025年
9:00～15:00

14:30～

11月22日土

Aコープかわべ（日高川町大字土生102-1）

地元の新米・野菜を使った

日高川営農販売
センターによる

ピッタンコで
ゆらっ子ゲット！
ピッタンコで
ゆらっ子ゲット！

限定
300食

カレーライスの無料振舞い

産直部会による

お菓子・なんでも撒きます！

野菜・果物・加工品販売

なんでもまき

Aコープかわべ店による
果物・菓子・パンなど

野外市場開催！

時間

場所

お問い合わせ

わた菓子
フライドポテト
焼き鳥 おでん
焼き芋など
販売‼

ピッタンコ大会ピッタンコ大会

JAわかやま 紀州地域本部 組合員課
Tel. 0738-22-0604
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で

若
枝
を
更
新
。

•�

主
枝
・
亜
主
枝
は
先
端
を
切
り
戻
し
、

細
枝
も
2
分
の
1
程
度
に
剪
定
し
て
樹

勢
を
回
復
さ
せ
る
。

果
樹
柑
橘

◦
早
生
、
中
生
温
州
の
収
穫

い
よ
い
よ
本
格
的
な
収
穫
時
期
を
迎
え

ま
す
。
収
穫
時
は
果
実
を
丁
寧
に
扱
い
、

ホ
ド
は
低
く
切
っ
て
コ
ン
テ
ナ
へ
は
8
分

目
程
度
に
入
れ
る
な
ど
、
果
実
に
負
担
を

か
け
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
腐
敗

果
の
混
入
は
商
品
価
値
を
損
な
う
だ
け
で

な
く
、
産
地
の
イ
メ
ー
ジ
ダ
ウ
ン
に
も
つ

カメムシの防除
薬剤 倍数 収穫前日数

／使用回数 備考
スタークル /
アルバリン顆
粒水溶剤 又は 
テルスターフ
ロアブル

2,000 倍
5,000 倍

前日／ 3 回
前日／ 3 回

腐敗防止剤
に混用可

腐敗防止剤の散布
薬剤 倍数 収穫前日数

／使用回数 備考
ベンレート
水和剤
ベルクート
水和剤

4,000 倍
2,000 倍

前日／ 4 回
前日／ 3 回 2 剤混用
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つ
施
肥
基
準
例
を
参
考
に
を
施
用
し
て
く

だ
さ
い
。
冬
期
に
入
る
と
肥
料
の
吸
収
効

率
が
大
幅
に
低
下
し
ま
す
の
で
、
な
る
べ

く
早
く
施
用
す
る
事
を
心
が
け
、
11
月
中

旬
頃
ま
で
に
は
秋
肥
の
施
用
を
行
っ
て
く

だ
さ
い
。
マ
ル
チ
被
覆
園
で
は
マ
ル
チ
を

除
去
し
た
後
、
速
や
か
に
化
成
肥
料
を
施

用
し
て
く
だ
さ
い
。

◦�

中
晩
柑
の
落
果
防
止
剤
散
布

マ
デ
ッ
ク
Ｅ
Ｗ
の
使
用
方
法
（
展
着
剤

加
用
）

　
長
期
間
樹
に
成
ら
し
て
お
く
越
冬
八
朔

な
ど
で
は
11
月
中
下
旬
と
、
1
月
上
旬
の

2
回
散
布
す
る
と
落
果
防
止
効
果
が
高
ま

り
ま
す
。

※�

注
意　

着
色
前
お
よ
び
着
色
初
期
に

は
、
着
色
遅
延
の
恐
れ
が
あ
る
の
で
使

用
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

◦
温
州
み
か
ん
花
芽
抑
制
に
よ
る
樹
勢
の

維
持
に
つ
い
て

ゆ
ら
早
生
な
ど

樹
勢
が
弱
く
花
が

付
き
過
ぎ
る
品
種

や
、
着
花
さ
せ
た
く

な
い
幼
木
な
ど
で
、

冬
場
散
布
す
る
夏
マ

シ
ン
油
（
ア
タ
ッ
ク

オ
イ
ル
）
60
～
80
倍

に
ジ
ベ
レ
リ
ン
液
剤

2
．5
p
p
m（
2,000
倍
）

を
加
用
す
る
と
花
芽

抑
制
効
果
が
あ
り
ま

す
。樹

勢
が
強
い
ほ
ど

良
く
効
き
ま
す
の
で

効
き
過
ぎ
に
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。
幼
木
に
は
マ
シ
ン
油
乳
剤

の
代
わ
り
に
展
着
剤
ス
カ
ッ
シ
ュ（
1,000
倍
）

の
方
が
樹
の
負
担
に
な
ら
な
い
の
で
オ
ス

ス
メ
で
す
。

※�

カ
イ
ガ
ラ
ム
シ
類
の
防
除
を
兼
ね
て
い
る
場

合
は
ア
タ
ッ
ク
オ
イ
ル
（
60
倍
）
に
ジ
ベ
レ

リ
ン
液
剤
を
加
用
し
散
布
し
て
く
だ
さ
い
。

野 
菜

ミ
ニ
ト
マ
ト

地
域
差
は
あ
り
ま
す
が
、
コ
ナ
ジ
ラ
ミ

類
の
発
生
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
予

防
的
な
薬
剤
散
布
を
中
心
に
対
策
に
講
じ

て
く
だ
さ
い
。

◦
草
勢
管
理

草
勢
が
強
い
状
態
で
低
温
期
を
迎
え
る

と
品
質
低
下
や
芯
詰
ま
り
が
発
生
す
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
場
合
は
、
ハ
ウ
ス
内
の
温
度
・
湿

度
調
整
を
こ
ま
め
に
行
な
う
等
、
対
策
を

講
じ
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
極
端
に
草
勢
が
強
い
場
合
は
、
側

枝
の
利
用
や
着
花
（
果
）
調
整
に
よ
り
草

勢
調
整
し
て
く
だ
さ
い
。

摘
花
（
果
）
に
つ
い
て
は
、
草
勢
や
花

の
大
き
さ
に
合
わ
せ
て
摘
花
（
果
）
作
業

を
進
め
て
く
だ
さ
い
。

特
に
10
月
、
11
月
は
草
勢
調
整
と
今
後

の
品
質
管
理
に
と
っ
て
重
要
な
時
期
に
な

り
ま
す
。

◦
追
肥

草
勢
を
確
認
し
な
が
ら
穴
肥
を
中
心
に

施
用
し
て
く
だ
さ
い
。

◦
誘
引
作
業

光
を
確
保
す
る
た
め
に
低
温
期
の
誘
引

角
度
は
や
や
高
め
と
し
、
着
果
位
置
を
少

し
で
も
高
い
場
所
へ
持
っ
て
来
る
よ
う
調

整
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
葉
や
果
実
に

し
っ
か
り
光
が
当
た
る
よ
う
に
誘
引
間
隔

を
広
く
し
ま
し
ょ
う
。

◦
病
害
虫
対
策

○
黄
化
葉
巻
対
策

施
設
栽
培
で
は
、
交
配
用
マ
ル
ハ
ナ
バ

チ
の
飼
養
も
始
ま
っ
て
い
ま
す
が
、
年
内

に
再
度
薬
剤
散
布
を
実
施
し
て
予
防
対
策

に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

○
葉
か
び
病

ハ
ウ
ス
を
閉
め
だ
す
と
葉
か
び
病
の
発

生
が
心
配
さ
れ
ま
す
。
大
発
生
し
て
か
ら

で
は
止
め
る
事
が
難
し
く
な
り
ま
す
。
摘

葉
や
予
防
的
な
薬
剤
散
布
を
中
心
に
対
応

し
て
く
だ
さ
い
。

ピ
ー
マ
ン

生
育
初
期
の
草
勢
維
持
に
努
め
て
く
だ

さ
い
。な
る
べ
く
徒
長
さ
せ
ず
、年
明
け
ま

で
に
成
長
点
を
誘
引
の
横
線
ま
で
到
達
さ

せ
、
節
数
を
確
保
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

◦
追
肥

マ
ル
チ
被
覆
前
に
V
S
ゆ
め
（
9
袋

／
10
a
）
を
施
用
し
て
く
だ
さ
い
。

◦
潅
水

少
量
潅
水
で
草
勢
の
状
態
に
合
わ
せ
て

間
隔
と
量
を
調
整
し
て
く
だ
さ
い
。

◦
病
害
虫
防
除

加
温
機
が
稼
働
し
ハ
ウ
ス
内
の
空
気
が

乾
燥
す
る
た
め
、
う
ど
ん
こ
病
が
発
生
し

や
す
く
な
り
ま
す
。
硫
黄
く
ん
煙
器
や
置

き
型
し
な
も
ん
を
設
置
し
、
予
防
防
除
に

努
め
て
く
だ
さ
い
。

【
天
敵
導
入
園
防
除
例
】

引
き
続
き
、
ア
ブ
ラ
ム
シ
類
、
ヨ
ト
ウ

ム
シ
類
、
ク
ロ
テ
ン
コ
ナ
カ
イ
ガ
ラ
ム
シ

の
発
生
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

散
布
剤
に
つ
い
て
は
営
農
指
導
員
に
お

聞
き
く
だ
さ
い
。

な
お
、
ク
ロ
テ
ン
コ
ナ
カ
イ
ガ
ラ
ム
シ

に
つ
い
て
は
、
ハ
ウ
ス
外
の
雑
草
に
寄
生

し
、
ハ
ウ
ス
内
に
侵
入
し
ま
す
。
ハ
ウ
ス

外
の
除
草
作
業
や
薬
剤
散
布
に
努
め
ま

し
ょ
う
。
ハ
ウ
ス
内
で
確
認
し
た
場
合

は
、
寄
生
し
た
部
位
を
除
去
し
、
袋
等
に

入
れ
ハ
ウ
ス
外
へ
搬
出
し
処
分
し
て
く
だ

さ
い
。

展
着
剤
は
天
敵
導
入
時
に
ア
プ
ロ
ー
チ

B
I
（
2000
倍
／
5
ml
／
散
布
液
10
L
）、

天
敵
定
着
後
は
ド
ラ
イ
バ
ー
（
1000
倍
～
3000

倍
）
を
加
用
し
て
く
だ
さ
い
。

◦
保
管
管
理

早
め
に
二
重
被
覆
資
材
や
、
加
温
機
の

ダ
ク
ト
等
を
準
備
し
ま
し
ょ
う
。
ハ
ウ
ス

室
温
は
、
樹
勢
維
持
や
秀
品
率
向
上
の
た

め
、夜
温
は
17
℃
以
上
（
ハ
ウ
ス
内
温
度
）

で
管
理
し
て
く
だ
さ
い
。

キ
ュ
ウ
リ

9
月
定
植
の
園
地
に
つ
い
て
は
、
全
体

中晩柑の落果防止剤マディック EW散布
目的 使用時期 倍数 使用回数

後期落果防止 着色期〜収穫 
20 日前まで 2,000 倍

〜
3,000 倍

2 回

へた落ち防止 収穫開始予定日
の 20 ～ 10 日前 1 回

ジベレリン液剤
品種 温州みかん

使用目的 花芽抑制によ
る樹勢の維持

使用時期 11 月～ 1 月
但し、収穫後

倍数 2.5ppm
（2,000 倍）

使用回数 1 回

参考
アタックオイ
ル 60 ～ 80 倍
液に加用
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的
に
温
度
を
上
げ
果
実
の
肥
大
を
促
し
て

く
だ
さ
い
。
ハ
ウ
ス
温
度
は
、
日
中
（
9

時
～
14
時
）
は
28
～
30
℃
を
維
持
し
、
そ

の
後
は
徐
々
に
下
げ
15
℃
に
な
る
よ
う
に

し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
樹
勢
を
見
な
が
ら
摘
芯
、
追
肥

を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
芽
の
動
き
が
鈍
く

な
っ
て
い
る
と
き
は
、
摘
芯
を
行
い
す
ぎ

る
と
樹
勢
の
回
復
に
時
間
が
か
か
る
の
で

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

11
月
定
植
の
園
地
は
、
早
い
活
着
（
主

軸
が
一
段
太
く
な
る
）
を
促
し
、
そ
の
後

の
生
育
が
ス
ム
ー
ズ
に
な
る
よ
う
に
地
温

20
℃
以
上
を
保
ち
、
定
植
直
後
に
株
元
潅

水
し
、
そ
の
後
も
一
週
間
中
2
～
3
日
に

一
度
は
株
元
潅
水
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

湿
度
も
80
％
を
保
つ
よ
う
に
通
路
も
白
く

乾
か
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
日
中

は
28
～
30
℃
を
維
持
し
、
夜
間
は
18
～

20
℃
に
な
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

よ
う
菜
類

ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー

◦
防
除
薬
剤

出
蕾
時
に
降
雨
が
多
い
と
、
病
気
（
組

織
内
べ
と
病
や
黒
腐
れ
病
等
）
が
発
生
し
や

す
く
な
り
ま
す
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

ダ
コ
ニ
ー
ル
1000
と
フ
ォ
リ
オ
ゴ
ー
ル
ド

の
使
用
回
数
は
、
合
計
2
回
以
内

◦
追
肥

花
蕾
が
少
し
見
え
始
め
た
頃
に
、
N
K

化
成
等
で
10
a
当
た
り
2
袋
程
度
施
用

し
て
く
だ
さ
い
。

◦
収
穫

し
ま
り
の
良
い
花
蕾
を
選
び
収
穫
し
ま

し
ょ
う
。
収
穫
遅
れ
に
な
ら
な
い
よ
う
に

注
意
し
ま
し
ょ
う
。

豆
類

ハ
ウ
ス
ウ
ス
イ

潅
水
は
、
出
来
る
だ
け
晴
天
の
日
の
午

前
中
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
畝
間
潅
水
は
、

加
湿
と
な
り
根
痛
み
や
べ
と
病
、
さ
び
病

の
発
生
に
繋
が
り
ま
す
の
で
、潅
水
チ
ュ
ー

ブ
を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

※
空
気
莢
対
策

空
気
莢
は
、
日
中
の
ハ
ウ
ス
内
温
度
を

15
℃
以
上
に
保
つ
こ
と
に
よ
り
軽
減
で
き

ま
す
。
そ
の
た
め
、
寒
い
日
は
、
早
朝
か

ら
ハ
ウ
ス
サ
イ
ド
を
大
き
く
換
気
せ
ず
ハ

ウ
ス
内
温
度
の
上
昇
を
待
っ
て
か
ら
換
気

し
、
夕
方
も
早
め
に
閉
め
ハ
ウ
ス
内
の
温

度
確
保
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

但
し
、
ハ
ウ
ス
を
閉
め
切
る
事
で
灰
色

か
び
病
の
発
生
が
心
配
さ
れ
ま
す
。
定
期

的
な
薬
剤
散
布
を
行
う
と
共
に
、
ブ
ロ
ウ

処
理
（
風
で
花
殻
を
吹
き
飛
ば
す
処
理
）

を
す
る
な
ど
し
、
病
気
の
発
生
を
抑
え
て

く
だ
さ
い
。

キ
ヌ
サ
ヤ

風
通
し
を
よ
く
し
、
光
が
あ
た
る
よ
う

に
、
不
要
な
枝
は
草
勢
を
見
な
が
ら
早
期

に
取
り
除
い
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
蔓
下
げ
を
す
る
場
合
は
、
一
度

に
蔓
を
下
す
と
極
端
に
草
勢
が
低
下
し
ま

す
の
で
、
誘
引
紐
を
緩
め
自
然
に
蔓
の
重

み
で
下
が
る
程
度
と
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
紀
州
さ
や
美
人
は
草
勢
が
美
笹

よ
り
低
下
し
や
す
い
品
種
な
の
で
、
追
肥

の
感
覚
を
短
く
こ
ま
め
に
施
用
し
て
く
だ

さ
い
。

例
年
気
温
が
低
下
す
る
と
害
虫
の
発
生

は
少
な
く
な
り
ま
す
が
、
ハ
ウ
ス
栽
培
に

お
い
て
は
露
地
よ
り
も
長
引
く
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。
発
生
に
注
意
し
適
時
防
除
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

に
ん
に
く

側
球
分
化
後
は
月
2
回
の
畝
間
潅
水
を

実
施
し
、
玉
肥
大
の
促
進
に
努
め
て
く
だ
さ

い
。
畝
間
に
水
が
た
ま
る
圃
場
に
つ
い
て
は

排
水
対
策
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
葉
枯
病
対
策
と
し
て
ジ
マ
ン
ダ

イ
セ
ン
水
和
剤
（
400
～
500
倍
／
収
穫
7
日
前

ま
で
／
5
回
以
内
）を
散
布
し
て
く
だ
さ
い
。

花
き
類
全
般

ス
タ
ー
チ
ス

薬
剤
散
布
の
際
、
病
原
菌
の
株
へ
の
侵
入

率
を
下
げ
る
た
め
薬
剤
が
切
り
口
に
よ
く

か
か
る
よ
う
、
茎
を
高
め
に
残
し
て
採
花

を
行
い
、丁
寧
に
散
布
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

防
除
薬
剤
に
つ
い
て
は
、
系
統
の
異
な

る
薬
剤
を
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
散
布
す
る
こ

と
で
薬
剤
抵
抗
性
が
つ
か
な
い
よ
う
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。
ヨ
ト
ウ
ム
シ
類
以
外
に

も
ア
ザ
ミ
ウ
マ
や
ア
ブ
ラ
ム
シ
な
ど
の
害

虫
の
発
生
が
今
後
心
配
さ
れ
る
の
で
早
め

の
防
除
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
草

勢
に
注
意
し
追
肥
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

特
に
早
生
系
品
種
は
株
疲
れ
を
起
こ
し
や

す
い
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

カ
ス
ミ
ソ
ウ

開
花
時
期
の
潅
水
は
花
首
の
伸
び
に
つ

な
が
り
ま
す
が
、
控
え
す
ぎ
る
と
枝
の
充

実
や
葉
先
焼
け
等
、
品
質
低
下
に
つ
な
が

り
ま
す
の
で
潅
水
に
は
十
分
に
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。

ま
た
、
開
花
時
期
の
蒸
し
込
み
は
花
首

を
伸
ば
す
な
ど
の
品
質
の
低
下
や
開
花
遅

れ
に
も
つ
な
が
り
ま
す
の
で
日
中
は
十
分

に
換
気
し
て
く
だ
さ
い
。
し
か
し
、
直
接

冷
た
い
風
が
当
た
る
と
ア
ン
ト
シ
ア
ン
の

発
生
原
因
と
な
り
ま
す
の
で
特
に
冷
た
い

風
の
入
り
や
す
い
北
側
の
開
閉
に
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。

ロ
ゼ
ッ
ト
防
止
、
伸
長
促
進
、
開
花
促

進
の
た
め
電
照
を
行
い
ま
す
が
開
花
時
期

ま
で
電
照
を
続
け
る
と
花
首
の
徒
長
や
節

間
の
徒
長
に
つ
な
が
り
ま
す
の
で
生
育
ス

テ
ー
ジ
に
よ
っ
て
消
灯
し
て
く
だ
さ
い
。

ス
イ
ー
ト
ピ
ー

草
勢
確
保
の
た
め
に
、
脇
芽
や
巻
き
ひ

げ
が
大
き
く
な
る
前
に
整
理
を
行
っ
て
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
草
勢
が
安
定
し
て
か
ら

花
芽
を
残
し
、
草
勢
を
弱
ら
せ
な
い
よ
う

に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

千
両も

う
す
ぐ
採
花
の
シ
ー
ズ
ン
と
な
り
ま

す
が
、
近
年
暖
冬
の
傾
向
に
あ
る
た
め
害

虫
に
よ
る
食
害
が
多
く
な
っ
て
き
て
い
ま

す
。
病
害
虫
の
発
生
に
は
十
分
に
注
意

し
、
必
要
に
応
じ
て
防
除
を
行
っ
て
く
だ

さ
い
。

着
色
が
始
ま
れ
ば
計
画
的
に
採
花
し
、

実
が
落
ち
な
い
よ
う
に
慎
重
に
運
搬
、
結

束
作
業
を
行
い
、
綺
麗
な
水
で
水
揚
げ
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。
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